
「東葛白熱教室」では、保護者や教員も生徒に
交じってグループをつくり、机一面に敷かれた
模造紙や付箋にメモしながら議論を進めた

仲
間
と
の
議
論
と
ゲ
ス
ト
の
話
で

テ
ー
マ
を
深
め
る
講
座
を
展
開

　

10
月
の
あ
る
土
曜
日
、千
葉
県
立
東
葛
飾
高

校
で
は「
東
葛
白
熱
教
室
」が
開
催
さ
れ
て
い

た
。テ
ー
マ
は〝
自
由
〞と〝
自
律
〞。「
自
由
、あ
る

い
は
不
自
由
と
感
じ
る
こ
と
は
？
」「
殺
人
や
窃

盗
の
自
由
が
許
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
？
」「
自

律
と
自
立
っ
て
ど
こ
が
違
う
の
？
」
…
提
示
さ

れ
た
問
い
に
つ
い
て
、3
〜
4
人
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
た
生
徒
た
ち
が
真
剣
な
表
情
で
話
し
合

っ
て
い
る
。全
体
討
論
で
は
、サ
ン
デ
ル
教
授
な
ら

ぬ
同
校
の
福
島
毅
先
生
が
、巧
み
に
生
徒
の
発

言
を
促
し
意
見
を
拾
っ
て
い
く
。
ゲ
ス
ト
と
し

て
、本
物
の
サ
ン
デ
ル
教
授
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
経

験
を
も
つ
哲
学
雑
誌
発
行
者
も
登
場
。
哲
学
の

お
も
し
ろ
さ
を
語
っ
た
。

　

こ
れ
は
、同
校
が
5
年
前
か
ら
実
施
し
て
い
る

「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
講
座
」の
ひ
と
こ
ま
だ
。
ほ
か

に
も
、大
学
教
授
に
よ
る
首
都
直
下
地
震
に
備

え
る
た
め
の
講
義
、検
察
庁
職
員
に
よ
る
模
擬

裁
判
な
ど
、多
彩
な
講
座
が
月
に
数
回
開
か
れ

て
い
る
。

｢

在
り
方
生
き
方｣

と｢

大
学
進
学｣

の

両
輪
に
よ
る
進
路
指
導
体
制
へ

　

同
校
は
、校
是
で
あ
る「
自
主
自
律
」の
精
神

が
息
づ
く
自
由
な
校
風
の
学
校
だ
。
制
服
は

1
9
6
0
年
代
に
生
徒
に
よ
り
撤
廃
。
学
校
行

事
は
生
徒
主
体
で
盛
大
に
開
催
。
40
年
前
か
ら

続
く「
自
由
研
究
」に
は
、生
徒
が
自
分
で
決
め

た
テ
ー
マ
に
自
由
な
ス
タ
イ
ル
で
取
り
組
む
。
県

内
有
数
の
進
学
校
だ
が
、進
路
に
関
し
て
も
生

徒
自
身
が
自
主
的
に
取
り
組
む
も
の
と
い
う
空

気
が
あ
り
、十
数
年
前
ま
で
は
授
業
で
大
学
受

験
の
問
題
を
取
り
上
げ
な
い
と
い
う
不
文
律
が

あ
っ
た
ほ
ど
だ
。

　

し
か
し
、現
役
で
大
学
進
学
す
る
割
合
が
大

き
く
な
る
に
つ
れ
、近
年
は
生
徒
や
保
護
者
が
学

校
の
進
路
指
導
に
も
期
待
を
寄
せ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
た
。
そ
ん
な
な
か
、2
0
0
4
年
に

県
か
ら
指
定
を
受
け
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
導

入
す
る
こ
と
に
。
こ
れ
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取
り

組
む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

立
ち
上
げ
に
か
か
わ
っ
た
進
路
指
導
主
事
の
長

束
倫
夫
先
生
は
、実
施
の
手
応
え
を
こ
う
語
る
。

 

「
参
加
し
た
生
徒
は
目
標
が
明
確
に
な
っ
て
ぶ

れ
が
な
く
な
り
ま
す
し
、参
加
し
な
か
っ
た
生
徒

県内トップクラスの進学実績と、自由な校風で知られる東葛飾高校。
進学指導重点校の指定を受け、大学進学指導の強化とともに、

生徒の興味関心を広げたり社会人としての基礎力を養う取り組みにも力を入れている。

─千葉・県立　東
ひがしかつしか

葛飾高校─

取材・文／藤崎雅子

教養講座 外部講師 高大連携 リーダーシップ
育成 インターンシップ

先進校に学ぶキャリア教育の実践

年間約90回の教養講座を行う
進学指導重点校のキャリア教育

進学指導
重点校
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図1　進学指導重点校として10の施策

図2　インターンシップの概要

① 魅力ある授業の充実
② 自学自習の場の提供
③ 学力増進のための評価検討
④  「リベラルアーツ講座」の展開
  （東京大学金曜特別講座、SPP事業による高大連携含む）
⑤  「志学（読書リスト）」（東葛生に読ませたい本紹介）の有効活用
⑥ 自由研究の継承と進化（40年前から実施）
⑦ 論文指導体制の確立
⑧  「進路の日」（大学訪問や模擬講義受講等）等の活用
⑨ 外部テストの適正利用
⑩ インターンシップの拡充

［対象］ 2学年希望者(80人程度）  
［期間］ 夏期休暇中の2日間 
［特徴］ ○ジョブ・シャドウ的要素が強い事業所もある
　　　 ○「どんな経験をするか」という以上に「どんな社会人に会うか」を重視
［インターンシップ先］ 23事業所（20111年度） 
［見学・体験職種］ 医師、薬剤師、看護師、弁護士、公認会計士、税理士、旅
行会社の営業・企画職、新聞記者、教育企画・出版、小学校教諭、保育士、
社会福祉士、コンピュータプログラマー、地球工学・環境科学研究職、博物館
学芸員・企画・研究員、金融関係職営業、イベント企画会社の営業・マーケテ
ィング職、地域メディア運営企画、ダンス教室運営、バレエ公演の舞台づくり、
少年サッカー教室運営、飲食店経営、アパレル業、インディーズ歌手など

最
低
１
講
座
の
参
加
が
必
須
で
、２
〜
３
年
生

は
自
由
参
加
。
な
か
に
は
10
講
座
以
上
に
申
し

込
む
生
徒
も
い
る
と
い
う
。

　

内
容
は
大
き
く
４
種
類
に
分
け
ら
れ
る（
図

３
）。
国
語
科
主
催
の
文
豪
ゆ
か
り
の
地
の
散

歩
、社
会
科
主
催
の
模
擬
裁
判
な
ど
、教
科
ご

と
に
企
画
す
る
講
座
。
教
員
個
人
の
経
験
や
人

脈
を
も
と
に
、教
科
学
習
に
直
結
し
な
い
テ
ー
マ

も
扱
う
講
座
。「
東
葛
O
B

・O
G
が
語
る
職

業
」の
よ
う
な
進
路
に
関
連
し
た
講
座
。
そ
し

て
、東
京
大
学
連
携
講
座
や
サ
イ
エ
ン
ス
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
S
P
P
）な
ど
大
学

の
公
開
講
座
だ
。
活
動
場
所
は
校
内
に
と
ど
ま

ら
な
い
。
博
物
館
訪
問
や
街
道
歩
き
な
ど
校
外

で
実
施
す
る
も
の
も
少
な
く
な
く
、宿
泊
し
て

農
村
歌
舞
伎
を
鑑
賞
す
る
講
座
も
あ
る
。

　

講
師
は
同
校
教
員
が
務
め
る
ほ
か
、内
容
に
よ

千葉県北西部を代表する進学校。2007年に千葉県教育委員会より進学指導重点校の指
定を受けて５年目。生徒の自主性を尊重する伝統を土台に、新たなビジョンを掲げて教育内容
の充実に取り組んできた。毎年他県の先進校視察や予備校の授業研修を実施し、内容を全
教員で共有して学校経営に生かしている。2011年2月に千葉県教育委員会「魅力ある高等
学校づくり大賞」を受賞。

普通科／1924年創立
／生徒数　1010人（男子559人・女子451人）
進路状況（2010年度実績）　大学68.3％・短大0.3％・
専門学校0.6％・その他30.7％
千葉県柏市旭町3-2-1

 04-7143-4271
  http://www.chiba-c.ed.jp/tohkatsu/

校庭には校是「自主自律」
が刻まれた石碑が立つ

し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
、冒
頭
に
一
例

を
紹
介
し
た「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
講
座
」だ
。

大
学
や
博
物
館
な
ど
と
連
携
し
た

発
展
的
な
教
養
講
座
を
実
施

　

教
科
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
発
展
的
な
内
容

を
扱
う「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
講
座
」は
、「
進
路
や

興
味
・
関
心
を
み
つ
け
た
り
、自
主
的
に
学
ん
で

い
く
〝
き
っ
か
け
〞に
し
て
ほ
し
い
」（
長
束
先
生
）

と
の
目
的
で
始
ま
っ
た
。
土
曜
日
の
午
後
や
夏

期
休
業
中
を
中
心
に
、1
コ
マ
２
〜
３
時
間
で

実
施
さ
れ
て
い
る
。
例
年
30
前
後
の
講
座
が
設

定
さ
れ
る
が
、ひ
と
つ
の
講
座
で
数
回
開
催
さ
れ

る
も
の
も
あ
る
た
め
、実
施
回
数
は
約
90
回
に

及
ぶ
。
参
加
人
数
は
講
座
に
よ
っ
て
異
な
り
、20

〜
30
人
で
行
わ
れ
る
も
の
が
多
い
。
1
年
生
は

も
刺
激
を
受
け
て
将
来
を
意
識
す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
ん
な
生
徒
た
ち
の
変
化
を
見
て
、２

年
間
の
指
定
期
間
を
終
え
て
も
継
続
、拡
大
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

　

2
0
0
7
年
に
は
県
の
進
学
指
導
重
点
校
に

指
定
さ
れ
る
が
、大
学
受
験
指
導
に
焦
点
が
絞
ら

れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。さ
ま
ざ
ま
な
先
進
校
を
視

察
し
て
参
考
に
し
な
が
ら
、〝
東と

う
か
つ葛
ら
し
さ
〞を
生
か

し
た
独
自
の
進
学
指
導
体
制
を
模
索
。
作
業
部

会
を
中
心
に
検
討
を
重
ね
た
結
果
、希
望
の
大
学

や
学
部
へ
の
合
格
を
支
援
す
る
大
学
進
学
指
導

と
、夢
や
興
味
関
心
か
ら
学
問
分
野
や
職
業
そ
し

て
生
き
方
や
在
り
方
を
考
え
さ
せ
る
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
、両
方
を
重
視
す
る
方
針
が
固
め
ら
れ
た
。

 

「
い
つ
何
が
あ
る
か
予
測
が
つ
か
な
い
不
安
定
な

現
代
社
会
で
、自
分
の
志
や
強
い
軸
を
も
っ
て

生
き
る
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
学
で
も

専
門
の
学
問
だ
け
で
な
く
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
ス
キ
ル

や
学
士
力
の
育
成
に
取
り
組
む
な
か
、高
校
時

代
に
そ
う
し
た
力
の
基
礎
を
身
に
つ
け
さ
せ
た

い
と
考
え
ま
し
た
」（
長
束
先
生
）

　

こ
う
し
て
07
年
度
か
ら
、基
本
構
想
の「
四
学

四
進
」、つ
ま
り
学
力
の
増
進
、学
志
の
高
進
、学

問
へ
の
前
進
、大
学
へ
の
邁
進
と
い
う
４
つ
の
柱

に
基
づ
き
、10
の
具
体
策
に
力
を
入
れ
て
い
る

（
図
１
）。そ
こ
に
は
、授
業
の
充
実
や
論
文
指
導

体
制
の
確
立
な
ど
の
受
験
対
策
と
と
も
に
、イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ（
図
２
）や「
自
由
研
究
」も
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、新
た
な
取
り
組
み
も
い

く
つ
か
始
ま
っ
た
。７
月
の
あ
る
1
日
に
1
学
年

は
千
葉
大
学
、２
学
年
は
数
校
に
分
か
れ
て
大

学
を
訪
問
す
る「
進
路
の
日
」の
設
置
も
そ
の

ひ
と
つ
。
そ
し
て
、最
も
〝
東
葛
ら
し
い
〞施
策
と
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図3　東葛リベラルアーツ講座の主な内容（2011年度）図4　東葛自由大学の講座の一部（2011年度に予定されている26講座より抜粋）

図5　高校生版リーダーシップ研修の年間計画（2011年度）

区分 講座名 講師 開催月

教
科
主
体

東京大学「金曜特別講座」（インターネット配信映像） 東京大学
教養学部講師陣 ４～２月（全24回）

谷根千文学散歩 同校教諭 5月

模擬裁判 千葉地方検察庁職員 7月

文学研究 研究者 ７月

日本の至宝～美と技～を観る 東京国立博物館
学芸員 ８月

RSA暗号の理解を深めよう 同校教諭 ８月（3日間）

柏の戦争遺跡を歩く 同校社会科教諭陣 10月

ブータンの学校ってどんなとこ？ 元JICA職員 10月

分子模型研究 同校教諭 10月

初等整数論における興味深い話題 埼玉大学大学院教授 10月

高校生のための認知言語学入門 東京外国語大学
准教授 10月

自然科学公開講座：半導体が導く明るい世界
～LED、太陽電池～ 筑波大学 11月

アフガニスタンの人と暮らし
～ニュースで報道されない今のアフガニスタン～

日本国際
ボランティアセンター 11月

教
員
主
体

東葛自由大学
※詳細は図4 社会人チーム ４～3月（全11回）

高校生版リーダーシップ研修プログラム
※詳細は図5 社会人チーム ４～3月（全12回）

首都直下地震に備える 東京大学
地震研究所教授 6月

科学館は頭の遊園地だ！ 千葉市科学館館長 ７、11月（全3回）

高校生模擬裁判選手権（第５回） 弁護士、
千葉地方検察庁職員 ８月

檜枝岐歌舞伎鑑賞会 檜枝岐歌舞伎保存会 ８月（宿泊あり）

旅をデザインする①ロンドン 同校教諭 ８月

旅をデザインする②イギリス 同校教諭 ８月

東葛白熱教室「これから自主・自律・自由の話をしよう」 同校教諭 10月

哲学とは何か 同校教諭 10月

全日本高校生模擬国連大会（第５回） － 11月

進
路
講
座

東葛OB・OGが語る職業①人生失敗なし
～起業という生き方～ 同校OB 11月

東葛OB・OGが語る職業②夢をカタチにする仕事
～テレビ制作の現場～

OB
（東葛助っ人バンク） 12月

東葛OB・OGが語る職業③夢をカタチにする仕事
～総合商社の一日仕事体験～

OB
（東葛助っ人バンク） 2月

公
開
講
座

筑波大学連携講座SPP 筑波大学 ５～６月（全３回）

博学連携講座「上総鎌倉街道」を歩こう 袖ヶ浦郷土博物館 ７月

東京大学連携講座SPP 東京大学大学院 ７月（全２回）

月 タイトル 内容
5 リーダーシップ概論　Why How 今の時代に求められるリーダーとは。最新のリーダーシップ論

6 リーダーからのストーリーを聴こう 実際のリーダーや人材開発をしている現場の人の話に耳を傾け、今の自分の行動・態度と照らし合わせてみよう

7 ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟの実践と振り返り1
（過去実践してきたこと） 

小中学校でのリーダーとしてしてきたこと、してこなかったことの振り返りを
行い、今後リーダーとして自分がなすべきことは何かに気づく

8 リーダー練習・ケーススタディ1（ロールプレイなど） 集団や組織には、必ず自分にとって苦手であったり手強い相手が存在す
る。いじわるな相手、苦手な相手、熱心だけど自分とは正反対の意見をもつ
相手、やる気のない相手などである。これらのロールを仲間に演じてもらい
ながら、自分がリーダー役となって、その中での言動やふるまいを体験する。
安心・安全な場でこれらの環境に慣れておくと、いざ実践する時に役立つ

9 リーダー練習・ケーススタディ2（ロールプレイなど）

10 守破離のリーダーシップ“守” 基本を知る
リーダーに必要な気質、考え方は何か。もう一度基本に立ち戻り、世界のト
ップリーダーやファシリテーターの在り方に学ぶ

11 守破離のリーダーシップ“破” 応用してみる
今後のリーダーに不可欠なコーチングやファシリテーションといった技術を
実践で身につけてみよう

12 守破離のリーダーシップ“離” 自分スタイルをみつける
自分の強みや持ち味を発見しよう。そして自分なりのリーダー像をみつけて
いこう

1 集団の中でのリーダー実践１ 
コミュニケーション

集団の中でのリーダーとして、どのようなコミュニケーションの取り方をすれ
ばよいのかを、理論と実践で学ぶ

2 集団の中でのリーダー実践2 
ﾁｰﾑﾋﾞﾙﾃ ｨ゙ﾝｸﾞ～ｱｸｼｮﾝ

自らが学び進化していく組織を作るためのノウハウ。机上の空論でなく、ア
クションにつなげ、継続していくためのポイントとは何か

2 ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟの実践と振り返り2
（現在実践していること）

今までの高校生活や課外活動で実践してみたリーダーシップについて仲
間と振り返り、社会人の方からアドバイスをもらおう

3 ゲストトークまとめ全体振り返り 研修全体の振り返り。ゲストトークや映像をみて未来につながる一歩を踏み出す。これからやってみたい未来のプロジェクト計画をたてよう

テーマ 内容 講師

アタマがよくなる
ノートの取り方

アタマがよいとはどんな状況をいうのだろう？　社会に出て
通用するアタマのよさを身につけるためのノートの取り方、「マ
インドマップ」について実践してみる

医師

学問の在り方を
考える

ドキュメンタリー映画「哲学への権利」を観て、監督の西山
雄二氏を交えて哲学と教育の未来を問う討論会を行う 教育コンサルタント

困った時の
コミュニケーション術

日本人は自己主張が苦手と言われたり、逆にクレーマーなど
激しい自己主張も増加。利害が対立するときの解決の仕方
を学ぶ

医師・コーチ

周りから一歩突き出る
ための学生時代の
過ごし方①②

①「あの人だったら社会に出ても活躍できそう！」という人は
何が違うか考える　②参加者全員で意見交換をすることに
よって、今後どうすればよいかを考える

大学講師・
就職カウンセラー

日本人にめざめる①
日本語とコミュニケーション

互いの違いを知り、ともに生活するための方法をみつける。
違いを知るにはまず、自分を知ること 日本語教師

レゴブロックで
１０年後の自分を創る

マサチューセッツ工科大学で開発されたレゴブロックを用いた
ビジョン形成のワークショップ。イメージや感情をブロックで表
現しながら将来像を探る

企業・大学研修会
社担当

新しい製品を
考え出してみよう

リバースエンジニアリングという手法で新製品を考える過程
をグループ作業しながら追いかける

ビジネス
コンサルタント

っ
て
大
学
教
授
や
各
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
、

同
校
卒
業
生
が
招
か
れ
る
。進
路
指
導
部
が「
助

っ
人
バ
ン
ク
」と
い
う
卒
業
生
グ
ル
ー
プ
を
組
織

化
し
て
お
り
、そ
の
メ
ン
バ
ー
が
協
力
す
る
場
合

も
あ
る
。ま
た
、各
講
座
に
は
保
護
者
も
参
加
可

能
で
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ「
柏
ま
ち
な
か
カ
レ
ッ

ジ
」と
の
共
同
開
催
に
よ
る
講
座
も
あ
り
、多
様

な
大
人
と
高
校
生
が
交
わ
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
講
座
は
、教
員
に

と
っ
て
も
プ
ラ
ス
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
外
部

の
専
門
家
を
講
師
と
し
て
招
く
こ
と
で
教
員
自

身
の
専
門
知
識
や
視
野
が
広
が
り
、授
業
に
還

元
さ
れ
る
。ま
た
、授
業
の
枠
を
超
え
て
生
徒
と

つ
な
が
り
が
も
て
る
効
果
も
あ
る
と
い
う
。

 

「
私
が
担
当
す
る『
政
治
・
経
済
』は
3
学
年
対

象
の
科
目
で
す
が
、講
座
を
担
当
し
て
い
る
と

そ
う
し
た
分
野
に
興
味
を
も
つ
生
徒
を
１
、２

年
の
時
か
ら
把
握
で
き
ま
す
。
授
業
の
や
り
や

す
さ
に
つ
な
が
り
ま
す
し
、生
徒
の
可
能
性
を

広
げ
る
こ
と
に
も
役
立
ち
ま
す
」（
長
束
先
生
）

社
会
人
基
礎
力
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

育
む
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
が
充
実

　

今
年
度
は
新
た
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
タ
イ
プ

の
講
座
、「
東
葛
自
由
大
学
」と「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
研
修
」が
始
ま
っ
た
。
ど
ち
ら
も
、3
年
前
に

着
任
し
、今
年
度
か
ら
総
務
部
で
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
講
座
担
当
を
務
め
る
福
島
先
生
が
考
案
し
、

外
部
の
協
力
を
得
て
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
形
式
で
実

施
し
て
い
る
。こ
れ
ら
の
増
設
に
よ
り
、「
当
初
の

ね
ら
い
の〝
き
っ
か
け
〞づ
く
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、

講
座
そ
の
も
の
で
さ
ま
ざ
ま
な
力
を
育
て
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
」と
長
束
先
生
は
い
う
。

　

ま
ず
、「
東
葛
自
由
大
学
」は
今
年
度
11
回
実

施
さ
れ
る
が
、各
日
と
も
３
〜
４
テ
ー
マ
の
講
座

が
開
か
れ
、年
間
で
26
講
座
が
予
定
さ
れ
て
い
る

（
図
4
）。
物
事
を
う
ま
く
整
理
し
て
人
に
伝
え

る
力
を
つ
け
る
た
め
の「
東
大
生
が
教
え
る
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」、シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

の
講
師
が
多
様
な
人
と
分
け
隔
て
な
く
付
き

合
う
た
め
の
講
義
と
演
習
を
行
う「
人
の
多
様

性
」な
ど
、実
社
会
で
求
め
ら
れ
る
力
や
考
え
方

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

 

「
今
、政
治
も
経
済
も
う
ま
く
回
っ
て
い
る
と
は

言
え
ま
せ
ん
が
、何
が
足
り
な
い
の
か
、そ
し
て
子

ど
も
た
ち
が
将
来
そ
の
社
会
に
出
た
時
に
問
題

解
決
し
て
い
く
に
は
何
が
必
要
か
。そ
う
逆
算
し

て
、高
校
生
の
う
ち
に
身
に
つ
け
て
お
き
た
い
こ

と
を
集
め
て
構
成
し
て
い
ま
す
」（
福
島
先
生
）

　

ま
た
、「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
研
修
」は
12
回
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
中
で
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
基
本
か
ら

実
践
ま
で
を
学
ぶ（
図
5
）。ロ
ー
ル
プ
レ
イ
で
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
の
言
動
を
体
験
し
た
り
、過
去
の

リ
ー
ダ
ー
体
験
を
振
り
返
っ
た
り
、実
践
的
な
内

容
だ
。リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
組
織
の
ト
ッ
プ
に
立
つ

ご
く
一
部
の
人
に
だ
け
必
要
な
も
の
と
思
わ
れ

が
ち
だ
が
、福
島
先
生
の
考
え
は
少
し
異
な
る
。

「
広
く
と
ら
え
る
と
、幸
せ
な
家
庭
を
築
く
の

も
、自
分
自
身
で
進
路
を
切
り
拓
い
て
い
く
の
も

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
。
す
べ
て
の
高
校
生
に
学
ん
で

ほ
し
い
も
の
で
す
。
ま
た
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
形

は
１
つ
で
は
な
く
、コ
ー
チ
型
や
奉
仕
型
な
ど
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。自
分
の
強
み
と
弱
み
を
知
っ

て
、実
践
で
き
る
引
き
出
し
を
増
や
し
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」（
福
島
先
生
）
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２学年主任・
リベラルアーツ講座担当
福島 毅先生

２年　
中村英嗣さん
（写真左）

鈴木慎平さん
（写真右）

リベラルアーツ講座を受講して

進路指導主事
長束倫夫先生

第６回リーダーシップ研修では、社会人と生徒が車座になり自らのリーダー体験を語っ
た。各自の強み・弱みをシートに分析、課題を克服するための知恵を出しあった

を
語
る
こ
と
で
自
ら
の
生
き
方
を
考
え
さ
せ
ら

れ
た
り
。〝
参
加
し
て
み
た
く
な
る
〞内
容
だ
か
ら

こ
そ
、社
会
人
は
協
力
を
惜
し
ま
な
い
よ
う
だ
。

 

「『
学
校
っ
て
そ
ん
な
こ
と
も
で
き
る
の
？
』と

い
う
、既
存
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
教
育

拠
点
の
モ
デ
ル
を
示
し
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い

ま
す
」（
福
島
先
生
）

能
動
的
に
学
ぶ
意
識
を

高
め
る
た
め
に

　

進
学
指
導
重
点
校
と
し
て
高
い
実
績
が
求
め

ら
れ
る
同
校
。そ
れ
が
、「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
講
座
」

を
大
規
模
に
展
開
し
、生
徒
も
積
極
的
に
参

加
。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
は
2
学
年
の
４
分
の

１
が
参
加
し
、総
合
学
習
で
は
各
自
が
自
由
に

研
究
活
動
を
す
る
。
大
学
受
験
に
は
直
接
関
係

な
い
活
動
に
多
く
の
時
間
と
労
力
を
使
う
こ
と

は
リ
ス
ク
も
あ
る
。
し
か
し
、「
進
学
実
績
に
マ
イ

ナ
ス
と
な
る
ど
こ
ろ
か
プ
ラ
ス
の
影
響
が
出
て
い

る
」と
長
束
先
生
。
生
徒
の
話
か
ら
も
、こ
う
し

た
活
動
が
自
身
の
進
路
意
識
や
意
欲
を
高
め

る
様
子
が
う
か
が
え
る（Interview

）。

　

来
年
度
か
ら「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
講
座
」は
さ
ら

に
進
化
す
る
。生
徒
か
ら
希
望
者
を
募
っ
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
、生
徒
自
身
が
学
び
た

い
テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
た
り
、話
を
聞
い
て
み
た

い
人
を
講
師
に
招
い
た
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

い
う
。

 

「
行
事
な
ど
で
は
自
ら
動
く
本
校
の
生
徒
も
、

勉
強
や
学
び
の
こ
と
と
な
る
と〝
受
け
る
側
〞と

い
う
意
識
で
す
。
し
か
し
、学
び
は
一
生
続
く
も

の
。
講
座
の
企
画
に
か
か
わ
る
こ
と
で
、自
ら
学

び
を
設
計
し
、他
者
の
知
恵
を
借
り
て
学
ん
で

い
こ
う
と
す
る
意
識
や
力
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い

で
す
ね
」（
福
島
先
生
）

　

今
後
も
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
生
徒
の
成

長
を
促
す
と
い
う
、同
校
の
方
針
に
揺
る
ぎ
は
な

い
よ
う
だ
。

社
会
人
が
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

進
ん
で
参
加
し
た
く
な
る

　

こ
れ
ら
新
講
座
の
実
践
を
支
え
て
い
る
の
は
、

各
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
や
企
業
の
第
一
線
で

活
躍
す
る
、70
人
弱
の
社
会
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

だ
。社
会
人
の
参
加
人
数
や
か
か
わ
り
方
は
講
座

に
よ
っ
て
異
な
る
が
、講
師
と
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

提
供
し
た
り
、自
ら
の
体
験
を
語
っ
た
り
、生
徒

の
サ
ポ
ー
ト
に
あ
た
る
な
ど
し
て
い
る（
写
真
）。

　

こ
の
社
会
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、福
島
先
生
が

こ
の
２
〜
３
年
で
個
人
的
に
築
い
て
き
た
も
の

だ
。
現
代
社
会
で
求
め
ら
れ
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
や
対
話
に
関
心
が
あ
っ
た
福
島
先
生
は
、企
業

の
組
織
開
発
や
人
材
開
発
関
連
の
書
籍
を
読
ん

だ
り
、社
会
人
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョッ

プ
に
も
多
数
参
加
。
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
の
立
ち

上
げ
や
社
会
人
が
学
ぶ
場
づ
く
り
な
ど
の
活
動

も
行
っ
て
き
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
交
流
す
る
な

か
で
、福
島
先
生
は「
学
校
教
育
に
携
わ
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を
知
っ

た
」と
い
う
。
そ
こ
で
、高
校
生
と
の
か
か
わ
り
に

興
味
を
も
つ
社
会
人
に
対
し
て
、メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト
で
講
座
の
構
想
を
伝
え
、参
加
・
協
力
を
呼
び

か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

講
座
ご
と
に
募
ら
れ
た
社
会
人
は
何
度
か
打

ち
合
せ
を
し
た
り
、膨
大
な
資
料
や
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
を
用
意
し
た
り
す
る
が
、す
べ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
行
っ
て
い
る
。「
一
方
的
に
高
校
生
に
提
供
し

て
も
ら
う
の
で
は
な
く
、提
供
す
る
側
も
得
る

も
の
が
あ
る
よ
う
な
、双
方
向
の
学
び
が
ね
ら

い
」と
福
島
先
生
。
例
え
ば
、若
年
層
向
け
ア
プ

ロ
ー
チ
の
体
験
を
業
務
に
役
立
て
た
り
、経
験

 「今年は『リーダーシップ研修』、『上総鎌倉街道を歩こう』、『檜枝岐歌舞伎鑑賞
会』の３講座を選択しました。『リーダーシップ研修』では東葛のOB・OGの方や大
企業の方から現実社会での話が聞け、リーダーってなんだろう？と考えるいい機会
になりました。それまでのぼくは、リーダー像に１つの型のイメージしかもってなかっ
たのですが、いろんな型があるんだと気づかされました。自分の考えが崩れて、今は
まだ頭の中が整理されていない状態ですが、新しく学んだことを踏まえてまた考え
を積み上げていきたいです。
　また、『上総鎌倉街道』と『歌舞伎』の２講座は、民俗学に詳しい地理の先生
が開いてくださったもので、知らない世界が明らかになる楽しさを感じました。リベラ
ルアーツ講座でも授業でもそうなんですが、教科書の枠を超えて深い内容を取り
上げてくださるので、興味が掘り起こされます。ぼくが迷いながらも理系に進もうと
思っているのは、授業で理科や数学のおもしろさを知って、もっと専門的に勉強し
てみたいと思ったから。実は数学が苦手なのですが、頑張ってチャレンジしてみよ
うかな、という気持ちになれました」（中村さん）

 「ぼくは１年の時、東京大学の『金曜特別講座』を受講しました。いろんな分野に
触れたかったので、これは年間20回ぐらいあって毎回違う科目の先生の話が聞
けるし、インターネットで東大とつながるというのがおもしろそうだなと思って選びま
した。一番印象に残っているのが哲学の講義です。難しい言葉も出たりするけれ
ど、わかりやすく説明してくださったので、人間について深く考えることができまし
た。今でも一緒に講座を受けた友達と、時々話題にしています。
　2年になってからは『リーダーシップ研修』を受けています。初めて受講したのは、
新しいクラスで心細い思いをしていたころ。研修で大学生や働いている方たちの
いろんな話をうかがい、皆さんも似たような体験をされていたとわかって安心できた
ことは、その後の学校生活にプラスとなりました。また、ぼくは文化祭の代表委員と
してあまりうまくクラスをまとめることができなかった経験があるんですが、研修で学
んだことを生かしてステップアップしていけたらなと思っています」（鈴木さん）
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